
元気いっぱい「鬼は外！」
　２月３日、鷹巣幼稚園で節分に合わせて豆まきがありま
した。園児たちは手づくりの鬼のお面をかぶり、「鬼は外、
福は内」と声を合わせながら豆をまき、鬼を追い払いました。
（関連記事＝ P17）



新
成
人
の
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た
平
成

11
年
度
の
長
島
町
（
旧
東
町
・
旧
長

島
町
）
の
主
な
出
来
事

平成 11 年
４月
長
島
町
長
選
挙
で
島
崎
親
雄
氏

が
初
当
選

６月
川
床
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

オ
ー
プ
ン

８月
鷹
巣
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

10 月
第
８
回
あ
づ
ま
造
形
美
術
展
開
幕

11 月
城
川
内
の
デ
ッ
カ
塔
撤
去

平成 12 年
２月
長
島
町
町
制
施
行
40
周
年
記
念

式
典
開
催

３月
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね

園
が
開
所

新
川
床
診
療
所
が
開
所

鷹巣中学校、川床中学校、獅子島中学校の卒業生

①④

②③

長島中学校、平尾中学校の卒業生

⑤

⑥⑦

⑧

　

１
月
４
日
、「
令
和
２
年
長
島
町

成
人
式
」
が
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
た
ち
が

門
出
に
際
し
、
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

令
和
最
初
の
新
成
人
は
平
成
11
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
１
０
２
人
で
、
87
人
が
式

に
出
席
し
ま
し
た
。
式
は
公
募
で
決

定
し
た
８
人
の
新
成
人
が
運
営
委
員

会
を
設
置
し
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
で
は
、
正
午
過
ぎ
か
ら

あ
で
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
が
集
合
。
友
人
を
見

つ
け
歓
声
を
上
げ
た
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
し

て
、
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
恩
師
な
ど
も
見
守
り
、

新
成
人
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
支

え
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
添
健
町
長
が
「
努
力

す
る
姿
勢
こ
そ
が
自
身
の
信
頼
を
高

め
、
人
間
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が

る
。
夢
を
描
き
、
実
現
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
。
新
成
人
を
代
表

し
て
、
運
営
委
員
長
の
依
田
武
志
さ

ん
（
菅
牟
田
）
が
「
今
ま
で
支
え
て

く
れ
た
か
た
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

長
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
刻

み
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い

く
」
と
誓
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
獅
子
島
七
郎
太
鼓
の
演
奏
や

各
中
学
校
の
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
が

上
映
さ
れ
、
明
る
い
雰
囲
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
に
出
席
し
た
山
下
陽
介
さ
ん

（
川
床
中
）
は
「
成
人
と
し
て
の
責

任
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
」
と
話
し
、
大
人
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
長
島
町
成
人
式

①色とりどりの衣装で記念撮影②旧友
との久しぶりの再会に笑顔③式が始ま
り気を引き締める新成人④力強く誓い
の言葉を述べた依田さん⑤旧友たちと
過ごす楽しいひととき⑥恩師も一緒に
パチリ⑦会場内は記念撮影で大忙し⑧
式を終えて晴れ晴れとした表情

感
謝
と
夢
抱
え
、大
人
へ
の
一
歩
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↑蔵之元小少年消防クラブの通
常点検

今年一年の防災誓う
令和２年長島町消防出初式

①

②

③

④

　

１
月
12
日
、「
令
和
２
年
長
島
町

消
防
出
初
式
」
が
町
総
合
交
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
施
設
で
あ
り
、
町
内
の
消
防

団
関
係
者
ら
約
４
０
０
人
が
今
年
一

年
の
防
火
・
防
災
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

式
は
、
長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
に
合
わ
せ
た
観
閲
行
進
で
始
ま

り
、
団
旗
と
と
も
に
各
分
団
員
が
勇

ま
し
く
入
場
。
東
保
育
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
に
よ
る
観
閲
や
蔵
之
元
小
学

校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
通
常
点

検
、
町
消
防
団
員
に
よ
る
小
隊
訓
練

が
披
露
さ
れ
、
観
覧
に
訪
れ
た
家
族

や
地
域
住
民
な
ど
か
ら
温
か
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
防
火
防
災
に
関
す
る

作
文
最
優
秀
賞
の
川
端
丈
さ
ん
（
鷹

巣
中
３
年
）
を
は
じ
め
、
消
防
功
労

者
に
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
は
「
町
が
地
域
防
災
の

推
進
役
と
し
て
、
地
域
全
体
で
消
防

団
の
活
動
を
支
援
す
る
体
制
を
確
立

す
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

◇日本消防協会
　［功績章］
　町口　孝治
◇鹿児島県消防協会総裁表彰
　［功績章（20 年）］
　瀬ノ口政輝
　［精績章（15 年）］
　福浦　誠吾　　井上　一洋　
　飯田　重一　　藤川　一也
　濵田　将尚　　山下　伸一
　田原　和隆　　小城　　剛
　松原　勝喜　　　　　
◇鹿児島県知事表彰
　［永年勤続（10 年）］
　石原　博文　　小城　賢吾
　杉本　弘一
◇鹿児島県出水支部表彰
　［永年勤続（15 年）］
　米尾　　豊　　脇田　裕樹
　楠元　祐樹　　江口　尚紀
　尾﨑　洋光　　大迫　喜紀
　［優良団員（10 年）］
　田渕　法祐　　梶原　大賢
　上田　正道　　竹山　直樹
　上　　晃盛　　山口　　剛

　須嵜　隆文　　山中　紀光
　田中　　天　　久保　慎也
　竹山　　司　　波戸憲一郎
　西﨑　雅和　　岩下　卓也
　片下　賢吾　　倉田　雅也
　池田　卓磨　　二階堂博樹
　大堂　貴昭　　村田　裕紀
　山嵜　智和　　下塩見　満
　梅川　昭太　　冷水　裕介
　竹田　　晃　　濵﨑　康寿
　小川　慶太　　竹山　裕二
　飯尾　裕樹
◇長島町長表彰
　［永年勤続（10 年）］
　鹿児島県消防協会出水支部表
　彰（優良団員）に同じ
◇長島町消防団長表彰
　［優良団員（７年）］
　竹上　裕記　　白濵　篤彦
　福原　友弘　　池元　　孝
　三反田勇馬　　荒田　清仁
　諏訪　義昭　　白濵　小鉄
　棚崎　博也　　浦﨑　保生
　坂之下敬一郎　　久野芙三博
　吉川　　亮　　長井　直喜

　赤嵜　弘則　　鋤﨑　雅彦
　濵畑　敬一　　山崎　修徳
　村川　一功　　松元　俊介
　岡平　清人　　山本　晃葵
　岩本　幸司　　溝口　佳祐
　大野　伸也　　坂口　　卓
　浦底　貞仁　　杉本　伴紀
　石元　和也　　古田　幸平
　田中幸太郎　　石塚　史郎
　橋口雄太郎　　金磯　裕二
　村川　元気　　野中　清彦
　山上　博樹　　湯田　智之
　瀨戸口　聡　　福永　宗寛
　寺下　康弘　　大堂　丈夫
　上　　真吾　　浜田　裕徳
　加世堂光寿　　西　　薗一
　浦　　弘明　　湯田　克也
　段下　賢任　　塩見　　眞
◇長島町消防功労者表彰
　［永年勤続婦人］
　米尾　祐子　　脇田世利奈
　楠元　陽子　　江口　桂子
　尾﨑　慶子　　大迫香寿枝

表　　彰　（敬　称　略）

　
「
第
18
回
な
が
し
ま
す
い
せ
ん
ウ

ォ
ー
ク
」
が
１
月
18
日
に
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
の
約
１
４
０
０
人
の
参

加
者
が
ス
イ
セ
ン
が
咲
き
誇
る
沿
道

を
散
策
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
日
は
町
文
化
ホ
ー
ル
を
発
着

点
と
し
た
、
小
浜
崎
古
墳
群
を
周
回

す
る
６
㌔
の
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
と

長
崎
鼻
灯
台
を
折
り
返
す
12
㌔
の
す

い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

冷
た
い
風
が
吹
く
中
、
午
前
10
時

に
す
い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
、
10
分

後
に
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
思
い
思

い
の
ペ
ー
ス
で
歩
を
進
め
、
青
く
澄

み
渡
っ
た
東
シ
ナ
海
の
水
平
線
や
赤

土
の
段
々
畑
の
眺
望
な
ど
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

す
い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
で
は
、

唐
隈
子
ど
も
育
成
会
（
石
本
将
太
会

長
）が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。

み
か
ん
や
焼
き
芋
な
ど
の
も
て
な
し

で
、
参
加
者
と
子
ど
も
た
ち
は
和
気

あ
い
あ
い
と
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
農
産
物
や
水
産
加

工
品
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
参
加
し
た
小
学
６

年
生
の
重
久
洸こ

う
が楽

君
は
「
長
島
の
景

色
や
食
べ
物
が
大
好
き
で
６
回
目
の

参
加
。
抽
選
会
で
は
ウ
ニ
が
当
た
っ

て
嬉
し
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

①スイセンが咲き誇る長島路をウォー
キング②抽選会で当たった長島の特産
品を手に笑顔の家族連れ③号砲ととも
に一斉にスタート④唐隈子ども育成会
が参加者を笑顔でおもてなし

第
18
回
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

寒
さ
吹
き
飛
ば
し

　
　

足
取
り
軽
快
に

45
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↑管内に自生していたケシ

↑
花
び
ら（
写
真
①
）

↓
つ
ぼ
み
（
写
真
④
）

↑
葉
（
写
真
②
）

↑
果
実
（
写
真
③
）

↑元気に取り組む参加者たち
↑前回交流会の様子。ふるさとの仲間が集まる会をお楽しみに

　

関
西
な
が
し
ま
会
で
は
、
第
13
回
関
西
な

が
し
ま
会
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
長
島
町
か
ら
多
数
の
来
賓
を
迎

え
、
故
郷
の
近
況
を
話
し
て
い
た
だ
き
、「
さ

つ
ま
島
美
人
」
を
囲
ん
で
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

   

年
に
一
度
の
長
島
町
出
身
者
の
集
い
で

す
。会
員
の
皆
さ
ん
の
演
芸
の
披
露
と
ブ
リ
・

焼
酎
を
は
じ
め
と
す
る
長
島
の
特
産
品
が
当

た
る
大
抽
選
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
級
生
や
知
人
な
ど
お
誘
い
の
上
、
ご
参

加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

３
月
22
日
（
日
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

　
（
受
付　

午
前
10
時
45
分
～
）

○
場
所

　

太
閤
園
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
（
迎
賓
館

３
階
）

　

☎
06
（
６
３
５
３
）
１
１
１
０

○
会
費

　
　

男
性
＝
９
千
円

　
　

女
性
＝
８
千
円

○
交
通
機
関

　

Ｊ
Ｒ
東
西
線　
「
大
阪
城
北
詰
駅
」
下
車

　
　

３
号
出
入
口
か
ら
徒
歩
１
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

関
西
な
が
し
ま
会
事
務
局

　

平
田　

健
吾

　

☎
０
９
０
（
７
２
０
９
）
３
１
７
６

関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会
の
案
内

植
え
て
は
い
け
な
い
け・

・し
を
ご
存
知
で
す
か

特徴（セティゲルム種）
①
花
び
ら
は
４
枚
で
薄
紫
色
（
写
真
①
）

　
（
先
端
は
白
に
近
い
色
）

②
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１
０
０
㌢

③
葉
・
茎
・
つ
ぼ
み
な
ど
は
緑
色
で
、

　

土
壌
が
良
い
と
よ
く
枝
分
か
れ
す
る

④
つ
ぼ
み
の
周
辺
に
毛
が
あ
る
（
写
真
④
）

⑤
葉
は
、
葉
の
付
け
根
で
茎
を
巻
き
込
む
よ

　

う
に
つ
く
（
写
真
②
）

⑥
つ
ぼ
み
は
、
開
花
時
に
上
を
向
き
、
散
っ

　

て
も
上
を
向
い
た
ま
ま

⑦
繁
殖
力
が
強
く
、
果
実
に
は
微
細
な
種
子

　

が
詰
ま
っ
て
い
る
（
写
真
③
）

　

園
芸
用
の
け
し
の
仲
間
の
ポ
ピ
ー

な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か

け
て
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、
法

律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
不

正
け
し
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

外
観
の
特
徴
か
ら
園
芸
用
の
け
し
と

区
別
で
き
ま
す
。
以
前
か
ら
、
出
水

保
健
所
管
内
で
自
生
し
て
い
る
不
正

け
し
が
多
数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
多
く
は
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
（
セ
テ
ィ
ゲ

ル
ム
種
）
で
す
。

　

令
和
元
年
度
の
出
水
保
健
所
管
内

の
除
去
本
数
は
４
９
６
０
本
と
県
内

の
総
除
去
本
数
の
69
・
４
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
似
た

植
物
を
見
か
け
た
と
き
は
、
そ
の
ま

ま
抜
か
ず
に
出
水
保
健
所
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

鹿児島県内の不正けし除去本数の
推移と出水保健所管内の占める割合

除
去
本
数
（
本
）

その他地域
出水管轄内

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

3,361

3,457

188

2,615
1,587

令和元年度

2,183

3,523

25,342

8,452
4,960

○
加
入
で
き
る
人

　

４
月
１
日
現
在
で
長
島
町
に
住

民
票
が
あ
る
人
。
学
生
や
出
稼
ぎ

な
ど
で
、
一
時
的
に
転
出
し
て
い

る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

○
加
入
申
し
込
み

　

加
入
申
込
書
と
掛
け
金
を
役
場

総
務
課
ま
た
は
指
江
庁
舎
総
合
管

理
課
へ
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

○
掛
け
金
（
年
額
）

　

加
入
者
１
人
に
つ
き
年
５
０
０
円

　

中
途
加
入
者
（
４
月
以
降
の
加

入
者
）
も
同
額

○
申
し
込
み
期
限

　

３
月
25
日
（
水
）

○
共
済
期
間

　

４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

　

町
で
は
、
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

こ
の
共
済
は
皆
さ
ん
が
掛
け
金
を
出
し
あ
い
、
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
・
ケ
ガ
の
際
に
災
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
家
族
ぐ
る
み
で

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
か
ら
申
し
込
み
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。
加
入
申
込
書

と
掛
け
金
を
役
場
へ
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

　

中
途
加
入
者
は
、
申
込
書
を
受

理
し
た
日
の
翌
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で

○
対
象
と
な
る
事
故

　

国
内
で
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
電

車
、
船
な
ど
の
交
通
事
故
に
遭
わ

れ
た
場
合

○
災
害
見
舞
金
の
額

　

①
死
亡
＝
１
０
０
万
円

　

②
治
療
実
日
数
に
応
じ
て

　

２
万
５
千
円
か
ら
18
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
交
通
安
全
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

市
町
村
交
通
災
害
共
済

期
限
内
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護

予
防
の
た
め
の「
元
気
は
つ
ら
つ
運
動
教
室
」

を
１
月
30
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

い
、
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
講
話
に

耳
を
傾
け
た
り
、「
長
島
元
気
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！

体
操
」
で
体
を
動
か
し
た
り
し
て
、
運
動
の

大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
膝
・

腰
の
痛
み
を
緩
和
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ

り
、
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

山
内
公
子
さ
ん
（
川
床
下
）
は
「
参
考
に

な
っ
た
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
運
動
を

続
け
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。　

　

今
後
も
同
教
室
を
開
催
予
定
な
の
で
、
参

加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３

長島町地域包括支援センターだより 運
動
機
能
改
善
で
介
護
予
防
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長島町で働ける求人情報！
・１月１日～１月３１日ハローワーク出水で掲載受理された求人です。
・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。
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集中し、札に手を伸ばす生徒たち（中学校の部・団体戦）

４
日

６
日

７
日

８
日

10
日

11
日

12
日

14
日
～
16
日

17
日

　

18
日

　

20
日

　

21
日

22
日
～
23
日

　

24
日

　　　

25
日

　　

27
日

　　
　

　

28
日

　

29
日

　

30
日

　

31
日

令
和
２
年
長
島
町
成
人
式（

町
文
化
ホ
ー
ル
）

仕
事
始
め
式　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

集
落
初
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
公
民
館
）

鬼
火
た
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

県
庁
ほ
か
年
始
あ
い
さ
つ　
　
（
鹿
児
島
市
）

緑
化
作
業
あ
い
さ
つ（

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
商
工
会
女
性
部
新
年
会　
　
　
　
（
鷹
巣
）

令
和
２
年
長
島
町
消
防
出
初
式

　
　
　
　
（
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
）

中
央
陳
情
・
な
が
し
ま
美
味
で
ー
（
東
京
都
）

鹿
児
島
県
離
島
振
興
協
議
会
臨
時
総
会

離
島
緊
急
医
療
意
見
交
換
会
お
よ
び
謝
恩
会

（
鹿
児
島
市
）

第
18
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

（
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

令
和
２
年
度
当
初
予
算
町
長
査
定　
（
役
場
）

第
12
回
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト　
（
東
京
都
）

町
村
会
県
外
視
察　
　
（
茨
城
県
・
千
葉
県
）

景
観
協
定
団
体
認
定
証
授
与
式　
　
（
役
場
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
運
営
委
員
会

（
鹿
児
島
市
）

長
島
の
子
表
彰
式　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

出
水
郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー
30
周
年
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

令
和
元
年
度
３
月
補
正
予
算
町
長
査
定　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

獅
子
島
架
橋
期
成
会
県
へ
の
陳
情（

鹿
児
島
市
）

漁
港
漁
場
大
会
・
漁
港
の
視
察
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
宿
市
）

鹿
児
島
県
建
設
技
術
協
会
要
望
活
動（
役
場
）

幣
串
水
産
加
工
施
設
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

水
産
業
振
興
推
進
協
議
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

１月

　これを読むだけで旅する前に
台湾通になれるかも。
　知っていたらお得な裏技を紹
介します。

　この１冊で「平成」の 30 年
がまるわかり。脳活にも最適な
本です。

　

発
行　

マ
イ
ウ
ェ
イ
出
版

「
平
成
！
思
い
出
し
ク
イ
ズ
」

齋
藤
　
　
孝
　
文

　
「
台
湾
お
得
技
ベ
ス
ト

　
　
　
　

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

泡
立
て
る
ビ
ー
ル
一
杯
に
酔
ふ
孫
と
半
年
振
り
の
夕
餉
は

楽
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元　

睦
子

茜
色
ひ
と
時
輝
き
た
ち
ま
ち
に
黒
雲
出
で
来
海
よ
り
暮
る

る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下　

ち
江

「
さ
み
し
い
」
と
呟
く
媼
に
す
れ
違
ふ
年
の
瀬
小
雨
の
橋

の
た
も
と
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
樫
平　

頼
子

洗
ひ
立
て
の
作
業
着
匂
ひ
元
日
の
朝
も
仔
牛
に
ミ
ル
ク
溶

き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾　

和
子

羽
織
着
て
黒
足
袋
を
履
き
し
き
た
り
の
屠
蘇
で
祝
ひ
た
る

亡
夫
を
偲
び
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

明
け
や
ら
ぬ
夜
来
の
雨
に
舗
装
路
の
新
し
き
白
線
浮
き
立

ち
て
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

わ
が
前
の
海
面
は
凪
ぎ
て
あ
か
あ
か
と
落
ち
ゆ
く
夕
日
さ

な
が
ら
円
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

刈
り
跡
の
泥
の
香
こ
も
る
田
に
群
れ
て
雀
ら
せ
わ
し
く
稲

株
あ
さ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑　

松
枝

こ
り
こ
り
と
酢
な
ま
こ
食
ら
ひ
島
焼
酎　
　

淵
脇　
　

護

極
月
の
農
機
具
に
差
す
潤
滑
油　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

木
枯
ら
し
や
降
ら
ぬ
限
り
は
農
婦
た
り　
　

二
階
堂
妙
子

火
の
島
の
風
は
東
枇
杷
の
花　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

満
月
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
枇
杷
の
花　
　
　

肥
後　

広
行

枇
杷
の
花
固
く
結
ん
で
茂
木
の
町　
　
　
　

大
堂　

早
苗

日
脚
伸
ぶ
世
界
遺
産
の
島
巡
る　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

［
短
歌
］

こ
の
地
球
に
乗
り
て
宇
宙
を
ひ
と
回
り
さ
す
れ
ば
吾
は

七
十
五
と
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

大
寒
の
朝
に
震
え
て
立
ち
お
れ
ば
周
り
は
総
て
霜
光
り
た

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

山
茶
花
の
花
咲
く
か
ぎ
り
木
の
元
は
赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
敷

き
つ
つ
ま
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
ヨ
シ
エ

海
沿
ひ
の
鯵
刺
し
美
味
き
居
酒
屋
の
再
開
な
ら
ず
台
風
三

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

人
間
は
一
度
生
れ
て
二
度
死
ぬ
な
い
何
こ
だ
わ
ら
ず
我
れ

生
る
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

疲
れ
た
る
五
体
ぞ
半
世
紀
も
服
む
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

真
剣
勝
負
、郷
土
か
る
た
白
熱

第
10
回
長
島
郷
土
か
る
た
取
り
大
会

　
「
第
10
回
長
島
郷
土
か
る
た
取

り
大
会
」
が
１
月
26
日
、
町
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町

内
の
小
中
学
校
か
ら
児
童
・
生
徒

１
０
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
か
る

た
を
通
じ
て
長
島
の
歴
史
や
文
化

に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
、
郷
土
色
豊
か
な
46
枚

の
絵
札
を
使
用
。
個
人
戦
と
団
体

戦
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
真
剣
な
表
情
で
構

え
、
上
の
句
が
詠
み
始
め
ら
れ
る

と
、
お
手
つ
き
に
気
を
つ
け
な
が

ら
素
早
く
反
応
し
、
札
を
狙
い
ま

し
た
。

　

団
体
戦
で
は
、
札
を
取
っ
て
喜

ぶ
児
童
も
い
れ
ば
、
一
瞬
の
差
で

取
り
損
ね
て
悔
し
が
る
児
童
も
い

て
、
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
高
学
年
の
部
で
優
勝
し

た
鷹
巣
小
学
校
６
年
の
生
田
れ
り

さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
練
習
し
た
か

い
が
あ
っ
た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

○
個
人
戦

　

小
学
校
低
学
年
の
部

　
　
［
優　

勝
］
脇
田　
　

光
（
蔵
之
元
小
）

　
　
［
準
優
勝
］
古
川　

晃
世
（
鷹
巣
小
）

　
　
［
３　

位
］
小
城　

翔
聖
（
鷹
巣
小
）

　

小
学
校
高
学
年
の
部

　
　
［
優　

勝
］
生
田　

れ
り
（
鷹
巣
小
）

　
　
［
準
優
勝
］
柏
木　

瑠
璃
（
川
床
小
）

　
　
［
３　

位
］
川
畑　

玲
愛
（
川
床
小
）

　

中
学
校
の
部

　
　
［
優　

勝
］
角
中
優
里
菜
（
川
床
中
）

　
　
［
準
優
勝
］
北
村　

咲
葵
（
鷹
巣
中
）

　
　
［
３　

位
］
山
口　

陽
士
（
鷹
巣
中
）

○
団
体
戦

　

小
学
校
の
部

　
　
［
優　

勝
］
川
床
小
学
校
Ａ

　
　
［
準
優
勝
］
川
床
小
学
校
Ｃ

　
　
［
３　

位
］
鷹
巣
小
学
校
Ａ

　

中
学
校
の
部

　
　
［
優　

勝
］
川
床
中
学
校

　
　
［
準
優
勝
］
鷹
巣
中
学
校
Ａ

　
　
［
３　

位
］
鷹
巣
中
学
校
Ｂ

赤
子
泣
く
授
業
参
観
冬
ぬ
く
し　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

靴
音
の
追
い
越
し
て
い
く
十
二
月　
　
　
　

大
堂　

正
弘

日
め
く
り
の
日
々
急
き
立
て
る
十
二
月　
　

関　

佳
代
美

入
相
の
郷
は
深
々
片
時
雨　
　
　
　
　
　
　

関　

喜
久
雄

十
二
月
二
年
つ
づ
き
の
日
誌
買
う　
　
　
　

二
階
堂
恵
子
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「
検
診
一
括
申
込
書
」
提
出
に
協
力
を

　

町
で
は
、
令
和
２
年
度
の
検
診

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
町
民
に
検
診
一
括

申
込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、「
検

診
の
ご
案
内
」
を
参
考
に
記
入

し
、
提
出
く
だ
さ
い
。

○
提
出
す
る
も
の

　

令
和
２
年
度
検
診
一
括
申
込
書

○
提
出
期
限
＝
３
月
11
日
（
水
）

○
提
出
先

　

①
自
治
公
民
館
長

　

②
役
場
町
民
保
健
課

　

③
指
江
庁
舎
総
合
管
理
課

　

※
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
申
込
書
を
撮
影
し
、
送
信
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　

確
定
申
告
は
規
定
の
期
間
ま
で

に
終
え
、
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

期
限
間
近
に
な
る
と
、
申
告
相

談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

主
な
国
税
の
確
定
申
告
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　

２
月
17
日（
月
）～
３
月
16
日（
月
）

○
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

○
贈
与
税

　

３
月
16
日
（
月
）
ま
で

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に

よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
一

週
間
に
わ
た
り
、
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ

る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確

認　

火
の
用
心
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

本
人
確
認
に
協
力
を

　

令
和
元
年
７
月
に
発
生
し
た

京
都
府
京
都
市
伏
見
区
の
爆
発
火

災
を
受
け
、
ガ
ソ
リ
ン
の
適
正
な

使
用
を
徹
底
す
る
た
め
、
２
月
１

日
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購

入
さ
れ
る
か
た
に
対
し
て
、
本
人

確
認
（
運
転
免
許
証
の
提
示
な

ど
）、
使
用
目
的
の
確
認
を
行
う

と
と
も
に
販
売
記
録
を
作
成
す
る

こ
と
が
消
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
手
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

猫
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

　

２
月
は
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月

間
で
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
猫
の
繁
殖
時

期
が
始
ま
る
２
月
を
「
猫
の
適
正

飼
養
推
進
月
間
」
と
定
め
、
猫
の

終
生
飼
養
お
よ
び
適
正
飼
養
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

猫
を
飼
う
と
き
は
、
次
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
や
病
気
な
ど
の
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
、
猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
猫
は
、
環
境
を

整
え
て
あ
げ
る
と
、
室
内
で
も
十

分
生
活
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ん

尿
や
菜
園
荒
ら
し
な
ど
、
周
り
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
な
猫
に
手
術
を
す
る
の
は

か
わ
い
そ
う
、
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
産
ま
れ
た

子
猫
を
責
任
を
持
っ
て
飼
う
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
不
幸
な

命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
不
妊
・
去
勢
手
術
は
、
病
気

の
予
防
や
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減

少
に
も
な
り
ま
す
。

○
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う
に
、

所
有
者
を
明
示
し
ま
し
ょ
う
。
開

い
た
ド
ア
や
窓
の
隙
間
か
ら
脱
走

し
た
り
、
突
然
の
災
害
で
行
方
不

明
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

名
前
や
連
絡
先
を
書
い
た
迷
子
札

を
首
輪
に
つ
け
た
り
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
施
す
こ
と
で
、
飼
い
主

の
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

家
畜
の
定
期
報
告
を
し
ま
し
ょ
う

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定
に

よ
り
、
家
畜
の
所
有
者
は
毎
年
、

家
畜
の
飼
養
状
況
な
ど
に
つ
い
て

県
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

2
月
1
日
時
点
の
飼
養
頭
羽
数

や
飼
養
衛
生
管
理
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
報
告
対
象

　

全
て
の
家
畜
や
家
き
ん
（
鶏
な

ど
）
の
飼
養
者

○
報
告
期
限

　

・
牛
、
豚
、
馬
な
ど

　
　

４
月
15
日
（
水
）
ま
で

　

・
家
き
ん
（
鶏
な
ど
）

　
　

６
月
15
日
（
月
）
ま
で

○
報
告
先
＝
北
薩
家
畜
保
健
衛
生
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
畜
産
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
２
２
６

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

　

令
和
２
年
度
裁
判
所
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

４
月
１
日（
水
）～
９
日（
木
）

　

・
郵
送

　
　

４
月
１
日（
水
）～
３
日（
金
）

○
第
１
次
試
験
日

　

５
月
９
日
（
土
）

　

詳
し
く
は
、
裁
判
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

　

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
０
７

必ず確認、最低賃金！
県の最低賃金は時間額 790 円

　現在の鹿児島県の最低賃金は、次のとおりとなっています。使用者も労働者も、必ず
鹿児島県の最低賃金を確認しましょう。

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225

※最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなど
　すべての労働者に適用され、使用者は労働者に
　対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなければ
　なりません。
※「外国人技能実習生」は「技能習得中のもの」
　には該当しません。
※最低賃金には、次の賃金は算入されません。
　①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　②一月を超える期間ごとに支払われる賃金 ( 賞与など）
　③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金　
　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

790 令和元年 10 月３日

特定最低賃金
（産業別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

812 令和元年 12 月 19 日

自動車（新車）小売業 844 令和元年 12 月 29 日
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ながしま美味でーを都内で開催

長
　本町の食材の魅力を首都圏で PR する「ながし
ま美

うんまか

味でー」が１月 15 日、全国町村会館（東京
都千代田区）で開催されました。
　今回は国会議員や市場関係者、町関係者など約
100 人が出席。川添町長や農協、漁協職員らが町
の特産品を PR しました。
　株式会社コープ水産の澁谷光広社長は「長島の
生産者は情熱を持ってブリを育てている。どこを
食べてもおいしい」と太鼓判を押しました。
　会場にはブリやバレイショ、黒牛、タイ、大将
季などをふんだんに使った料理が並び、参加者は
舌鼓を打ちました。

島の味に舌鼓

↑慎重に包丁を動かしブリをさばく児童

城川内小でブリ料理体験学習

産品に親しんで特
　城川内小学校（海江田徹男校長・97 人）では、
１月 10 日、５・６年生 34 人を対象にブリ料理
体験学習を行いました。
　これは、児童に特産品の鰤王のおいしさをたく
さんの人に広めてほしいという思いから、東町漁
協青壮年部の協力のもと行われたものです。
　児童らは同部員から手ほどきを受けながら、ブ
リさばきに挑戦。「うろこはしっかり取って」な
どと指導を受けながら丁寧にブリをさばき、刺身
やブリカツなどをこしらえました。
　６年生の山口愛紗さんは「刺身が新鮮で脂が
乗って、おいしい」と笑顔で話しました。

↑かまくらに入る子どもたち

東神楽ウインタースクール

世界に大興奮！銀
　町内の小学５・６年生の児童 20 人が 12 月 25
日から 28 日まで、北海道東神楽町で行われた東
神楽町ウインタースクールに参加しました。
　同町とは少年交流事業を毎年行っており、今回
が６回目。児童らは雪と寒さに驚きながらも、ホ
ストファミリーと雪かきやスケートなどで交流
し、北海道の生活を楽しみました。
　川床小６年の久保安奈さんは「旭山動物園が１
番の思い出。ペンギンの散歩に感動した」と充実
した様子でした。

↑鬼に豆を投げる園児たち

↑各施設にパンジーを贈った小森会長（写真左）

手をつなぐ育成会が花を寄贈

ンジーが癒しを与えるパ
　長島町手をつなぐ育成会（小森れい子会長）は
１月 15 日、町内の福祉施設にプランターを寄贈
しました。
　これは同会の活動の一環で、今回は会員らが育
てたパンジーをしつらえたプランター 20 個が桃
源郷、あかね園、長生園、さざ波、町社会福祉協
議会の５施設に贈られました。
　同協議会の中納武德会長は「きれいな花が利用
者の心の安らぎになる。大切に育てたい」と感謝
しました。↑一人ひとりに賞状とメダルを授与

長島の子表彰式

所を褒めて自信に長
　１月 25 日、長島の子表彰式が町開発総合セン
ターでありました。これは、児童・生徒の長所を
発見、表彰することで健全な子どもを育てること
を目的としています。
　今年は町内の小学６年生 125 人、中学生５人、
高校生１人、１団体に賞状とメダルを授与。受賞
者を代表して竹田虹

こ と ら

虎君が「卒業前に素晴らしい
賞を受けて幸せ。残り少ない学校生活を悔いのな
いよう、過ごしたい」とお礼の言葉を述べました。
　式の後は、みやまコンセールからお祝いの気持
ちを込めたミニコンサートがありました。
　

鷹巣幼稚園で節分の豆まき

をやっつけろ！鬼
　鷹巣幼稚園（大野憲久園長・17 人）では、２
月３日、節分に合わせて豆まきがありました。
　この日に合わせて、全園児がさまざまな色紙に
クレヨンで色を塗ったり、紙を貼り合わせるなど
して手づくりの鬼のお面を制作。枡

ます

も紙で手づく
りし、「鬼は外、福は内」と元気よく豆をまきま
した。
　突然３匹の鬼が登場すると、逃げ回ったり、泣
き叫んだりして怖がる園児の姿が見られました。
　職員の合図で鬼に向かって一斉に豆をまくと、
鬼は降参のポーズ。園児たちは最後に鬼と握手を
して仲直りしました。

↑料理にはしを伸
ばす参加者

←料理の一品「ヒオ
ウギガイと赤土バレ
イショの酒蒸し」
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↑鮮やかに彩るブーゲン
ビリア

↑認定を受けた舞夫人（写真中央）

10,356 (- 2 8)
  5,025 (- 1 3)
5,331 (- 1 5)

  4,492 (- ９)

令和２年１月 31日現在
(　) 内は前月比

▽
16
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
な
が
し
ま

美
味
で
ー
」
に
担
当
者
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
農
協
や
漁
協
の
職

員
、
会
場
ス
タ
ッ
フ
の
か
た
が
た

と
協
力
し
、
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
か
た

か
ら
は
「
長
島
は
ブ
リ
や
バ
レ
イ

シ
ョ
を
は
じ
め
、
お
い
し
い
も
の

が
揃
っ
て
い
る
」「
全
国
が
注
目

す
る
元
気
な
ま
ち
」
な
ど
と
い
っ

た
意
見
が
上
が
り
、
首
都
圏
で
の

長
島
の
評
判
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
▽
２
月
に
入
り
、
寒
さ
が

増
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
に
上
陸
す

る
な
ど
深
刻
な
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に

し
ま
す
。
我
が
家
は
娘
と
妻
が
風

邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
仕

事
で
あ
ま
り
看
病
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
反
省
し
な
が
ら
広
報
の
初

校
を
終
え
た
途
端
、
ぞ
く
っ
と
す

る
寒
気
が
・
・
・
。
体
調
を
整
え
、

な
ん
と
か
校
了
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
お
体
の
具
合
に
は
十
分

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
（
田
上
徹
）

※
う
ぶ
声
、
お
く
や
み
、
お
礼
は

希
望
し
た
か
た
だ
け
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

川
床
の
「
長
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の

丘
」
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
内
で
は
、30
種
類
１
７
４

本
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
が
色
鮮
や
か

な
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
り
、
来
場
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
来
園
く
だ
さ
い
。

○
開
園
時
間

　

９
時
～
17
時

　
（
最
終
入
園
は
16
時
30
分
）

○
休
園
日

　

毎
週
水
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

○
入
園
料

　

小
・
中
・
高
校
生　

２
０
０
円

　

一
般　

４
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　花による景観づくりを推進する「ふる
さと景観サポーター」として新たに１団
体が認定されました。
　今後は、沿道を利用した景観づくりに
協力いただきます。

・第 88 号
　Tajiri 絆會　代表　浦　友也
　花壇名　絆花壇

新たに景観団体を認定

南
国
気
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を
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わ
っ
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日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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１ ２

 ４/1 ４/2３１

○長島クリニック88-6405
○山田クリニック 72-0420
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○北園歯科医院 64-2151
□しおかぜ薬局 88-6011
□よつば薬局 79-4331
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○よしだ歯科クリニック79-3443
□長島調剤薬局 64-5555
□阿久根薬局 72-1017
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○脇本病院 75-2121
○阿久根眼科 72-0040
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○おてき歯科医院 63-0393
□高松薬局 73-4002
□こがね薬局 64-1132
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

春分の日

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○北国医院 72-0016
○よう皮ふ科医院 63-1112
○高尾野診療所 82-0017
○久木田歯科医院 73-0470
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016

○長島クリニック88-6405
○植村整形外科 72-1041
○東医院 67-1861
○林泌尿器科クリニック64-8800
○柏木歯科クリニック 79-4618
□しおかぜ薬局 88-6011
□会営薬局阿久根店 72-5060
□すくすく薬局 72-5010
□スマイル薬局出水店 67-2055
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

□第 10回夢追い長島花フェスタ
（サンセットの丘周辺）

５月６日まで

○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○友愛クリニック 64-2101
○スマイル歯科医院 75-3300
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978
□クレイン調剤薬局 63-4300
□うらくぼ薬局 82-2539
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●３月 20日は春分の日です。
　春分の日は「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。
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